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－－－ はじめに －－－

この説明書は、保安調査を行う方のためのものです。プログラムのインストール／
アップデート、ホストコンピュータとの接続方法、充電器等周辺機器の取扱方法、内
部データ形式については、記載されていません。参照したい方は、機器に添付の説明
書を読むか、サポート担当者にご連絡下さい。

（株）アクセス 電話 045-320-1617 FAX 045-320-1618

ﾒｰﾙ access@acclpg.co.jp

HP http://www.acclpg.co.jp
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１．ＰＢＪ ＳｍａｒｔＣａｄｄｉｅ ＥＸ

１．１ 各部の説明

拡張ベースステーションを接続すると外部機器の接続を可能にするなど、
コンピュータの機能を拡張することができます
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１．２ 操作

ＰＢＪ ＳｍａｒｔＣａｄｄｉｅ ＥＸはペン入力コンピュータで、
ＷｉｎｄｏｗｓＸＰ ＴａｂｌｅｔＰＣ Ｅｄｉｔｉｏｎ２００５を搭載しています
また、Bluetooth(短距離無線通信）、無線ＬＡＮを標準装備しています。
ＷｉｎｄｏｗｓＸＰということを特別意識する必要はありませんが覚えておいてくだ
さい。
つまりハンディといっても中身は事務所などで使用しているｗｉｎｄｏｗｓパソコン
と同じです。タスクバーやスタートボタンが表示されています。

電源の入れ方
本体上部右側の電源スイッチをおします。
電源ボタンが青く点灯します。
画面にＰＢＪのロゴが表示され、Ｗｉｎｄｏｗｓが起動します。
デスクトップ画面が表示されるまで数十秒かかります。
Bluetoothを使用する場合は、
「Bluetooth開始しました」の表示が出るまで、お待ちください。

電源の切り方
通常のＷｉｎｄｏｗｓの終了と同じ手順です。
保安調査プログラムを終了させます。
スタートボタンをタッチします。
シャットダウンをタッチします。
ＯＫをタッチします。

調査入力中のサスペンドの仕方
調査プログラムを実行中にサスペンドモードにできます。
屋外の調査から室内に移動するとき、
次の調査入力まで数分時間があくときなどにサスペンドしてください。
サスペンドには、休止状態とスタンバイ状態があります。
スタンバイの方が復帰は速いのですが、
電力消費は大きいので長時間放置するのはよくありません。
休止状態の方が安全です。

スタンバイ
未使用時１５分経過で自動的にスタンバイになります。
手動でスタンバイにするには、スタート→シャットダウンで、
実行する動作でスタンバイを選択します。
スタンバイ中は電源ボタンが点滅します。
休止
未使用時２０分経過で自動的に休止状態になります。
手動で休止状態にするには、電源ボタンを押します。
「お待ちください。休止モードの準備をしています。」が表示され
画面が消えて電源ボタンのランプも消えます。

サスペンドからの復帰
電源スイッチをおすとサスペンドから復帰します。画面が表示されるまで少
々お待ち下さい。入力を続行できます。
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２．保安調査プログラム
２．１ 起動と終了および入力方法

起動
デスクトップ画面の「保安調査」アイコンをダブルクリックします。

終了
初期画面で「終了ボタン」をクリックします。

入力方法
入力方法には以下の種類があります。

１．ボタン
画面上のボタンをクリックします。通常ボタンには機能が割り当てられ
ていて、クリックすることで機能を実行します。

２．コンボボックス
予め決まっている項目を一覧の中から選択する場合に使用します。
コンボボタンをクリックすると、選択リストが表示されるので、リスト
の１行をクリックして選択を確定します。
選択された状態を取り消すには、リストの１行下のスペース行をクリッ
クします。

ここをクリック
右のように展開されます。

３．チェックボックス
主に、有り無しの入力に使用します。
クリックすると、チェックあり状態、なし状態になります。

ここをクリック（説明の文字の上でもＯＫ）
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４．数字入力
入力する位置をペンでタッチします。
入力項目が数字のところではテンキーが表示されるので、
テンキーから入力をします。

５．半角文字入力
［カナ］［建物名］［型式］など半角文字入力項目には
文字入力用のボタンを用意しています。

・画面上の［カナ］ボタンなどをクリックして文字入力画面を開きます。
・すでに入力されている文字が表示されます。［＊］は入力位置を表し
ます。

［キャンセル］ 入力結果を反映しないで画面を閉じます。

［Ｅｎｔ］ 入力を終了して画面を閉じます。

［ＢＳ］ ＊の左１文字を削除し、＊と右の文字が左に移動します。

［クリア］ 全文字をクリアし、＊は左端に移動します。

［←］［→］ ＊を移動させます。
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６．漢字入力
消費者名や備考、特記などを入力するのに必要です。
ＳｍａｒｔＣａｄｄｉｅ ＥＸのTabletPC入力パネルを使用します。
・タスクバーの「TabletPC入力パネルアイコン」をクリックします。

↓

TabletPC入力パネルは３種類の入力モードがあります。
TabletPC入力パネル左のボタンで切替ができます。

スクリーンキーボード

文字パッド

手書きパッド。

操作の詳細はＴａｂｌｅｔＰＣのヘルプまたは、
ＳｍａｒｔＣａｄｄｉｅ ＥＸの操作説明書を参照してください。
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２．２ 画面の遷移

初期画面

消費者選択 予約

基本項目 供給設備

確認 供給設備２

交換部品 消費設備
燃焼機器
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３．調査入力

３．１ 初期画面

起動後最初の画面です。

各機能のボタンと現在の調査数などを表示する部分があります。

［調査データの取り込み］調査予定データを取り込みます。
１日の業務開始前に１回だけ実行します。

取り込み方法として、メモリカード（ＡＴＡカード）、
ＬＡＮ、ダイヤルアップがあります。どれを選択するかは

設定ファイルで指定されます。

詳しくは５．１を参照して下さい。
［調査］ 調査業務のメインです。
［終了］ プログラムを終了します。
［調査データの保存］ 調査済みデータを保存します。

１日の業務の最後に実行します。
詳しくは５．２を参照して下さい。

［設定］ 調査員を選択、確定します。
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３．２ 消費者選択

消費者を決定します。
各機能ボタンがあり、消費者リストが表示されています。
右端のスクロールボタン、スクロールバーをしてリストを上下させます。

消費者の行をクリックして反転表示させ、消費者を決定します。

”状”は消費者の状態をあらわします。「継」は継続、「完」は完了です。

［氏名順］ 消費者リストを氏名（漢字）順に表示します。
［住所順］ 消費者リストを住所（漢字）順に表示します。
［コード順］ 消費者リストを消費者コード順に表示します。

［調査］ 指定した消費者の調査入力をします。
［戻る］ 初期画面に戻ります。
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３．３ 予約の登録

消費者選択画面で指定した消費者の予約を登録または取り消します。

画面には前月、当月、来月の予約が”＊＊”で表示されています。
［次］［前］で半月づつ移動します。

調査を完了すると予約状態は解除されます。
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３．４ 調査

３．４．１ 基本項目

消費者名、住所、建物など基本項目の入力画面です。

コードは変更できません。

供給設備・供給設備２・消費設備・燃焼機器・交換部品・確認画面ボタンをクリッ
クすると、その入力画面になります。

１行目の消費者氏名、販売店との契約（周知、ＣＯ、型式記入、部品交換）、備考
が常に表示されます。参考にしてください。

［カナ］ 半角文字入力画面が開きます。
消費者のカナ名を入力します。

［建物名］ 半角文字入力画面が開きます。
マンション・アパートなどの建物名を入力します。

＊＊重要＊＊
調査区分を間違わないで入力してください。色々な集計の基本になります。
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３．４．２ 供給設備
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３．４．３ 消費設備

低圧配管１から３の種類と管径は供給設備の低圧配管と同じにしてください。
保安台帳にはそれぞれ別個に印刷されますが、調査票には供給設備と消費設備の配管
長をプラスして印刷されます。

警報器の有効期限は年（４桁）です。
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３．４．４ 燃焼器具

ＣＯ値と判定、指摘１、２，３以外は前回調査時の情報が表示されています。調査
結果により変更入力してください。

空いている行をクリックすると器具の追加になります。

削除なら削除する器具のボタンをクリックします。
”削除してよろしいですか？”と確認がでますので、［はい］か［いいえ］をクリッ
クします。

燃焼器具という言葉を使用していますが、ガス栓ごとに接続管、燃焼器の情報を登
録します。器具が接続されていない未使用ガス栓は「未使用ガス栓」という器具とし
て入力してください。

ＣＯ値は０．００１％を１とします。０．０３２％なら３２です。ＣＯ判定は
○△×を１２３の数字とします。

”型式”を入力しても「交換部品」の型式記入とは連動しません。
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３．４．５ 交換部品

大分類を選択します。
次に部品を選択します。
部品を選択すると、単位と部品単価、手数料が表示されます。

部品数量を入力します。部品数量かける部品単価で部品金額が決まります。

手数料は変更ができます。型式記入のように部品単価が０で手数料のみの場合
手数料は１００と表示されますが、記入数量が２なら手数料を２００と入力します。
２０種類まで入力できます。

下の例の場合、調査料 ２２００円
メクラキャップ １５００円
屋内低圧ホース ２８００円 になります。

削除するには部品を空白または０にします。その行の全てがクリアされます。
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３．４．６ 確認

１消費者の調査を終了して消費者選択画面に戻ります。

特記は調査票に印刷されます。手書き入力ボードで入力します。

［サイン］ お客様にサインをいただきます。
［クリア］でサインを消去します。

［印刷］ お知らせ票を印刷します。
プリンタを接続してから実行してください。
４．２お知らせ票の印刷を参照してください。

［１件完了］ 入力したデータをファイルに書き込みます。
［完了］にします。

［継続］ 入力したデータをファイルに書き込みます。
訪問日時を書き込み、訪問回数を＋１します。
［継続］にします。

［キャンセル］ 現在の消費者に入力したデータをすべて無効にします。
訪問日時を書き出しません。

［調査取消］ 完了または継続にした調査を取り消します。
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４．プリンタ

調査済完了時にお客様にわたす「お知らせ票」を印刷します。
ＢＲＯＴＨＥＲ工業製の ＭＷ－１４０ＢＴ プリンタを使用します。

４．１ 準備

充電 専用のＡＣアダプタで約３時間かかります。（残量０のとき）

用紙 専用のペーパーカセットを使用します。５０枚いりです。
予備を携帯してください。

４．２ お知らせ票の印刷

プリンタの接続は、ＵＳＢまたは、
Bluetoothでの接続になります。

Bluetoothの場合はプリンタの電源を入
れるだけで使用できます。
ＵＳＢの場合はＵＳＢケーブルを、本
機の左上部に接続してプリンタの電源
をいれます。

プリンタの電源は（省電力のため５分
使用しないと電源がきれます。）
左上部のモード表示ランプが緑で点滅
していればＯＫです。赤のときはエラ
ーです。
紙詰まりならなおしてください。

調査入力の「確認」画面の印刷ボタン
をクリックします。

”プリンタの準備はよろしいですか？
”と確認がでます。「いいえ」をおす
と印刷しません。

電源が入っていないのに「はい」にしてしまっても電源をいれれば印刷します。

＊＊重要＊＊
印刷しただけでは調査済みになりません。［１件完了］をおして下さい。
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５．ホストとのデータ交換

ホストとハンディとの接続方法とデータの交換について説明します。
無線ＬＡＮ、または拡張ベースステーションにて有線ＬＡＮ接続します。

５．１ ホストと接続

有線ＬＡＮの場合は拡張ベースステーションにハンディを接続します。

無線ＬＡＮの場合は

ボタンを押し、無線ＬＡＮをオンにしてください。

無線ＬＡＮを常にオンにしておいてもかまいませんが、
通常はオフで使用することをお勧めします。

ワイヤレスネットワーク接続へのアイコンをダブルタップします。
使用可能なワイヤレスネットワークが表示されますので、
使用するネットワークをタップします。
ネットワークの設定によってはパスワード等入力が必要な場合があります。

注）ワイヤレスネットワーク(無線ＬＡＮ)の接続は、
使用している機器によっては専用の無線ＬＡＮカードが必要になる場合があり
本機の無線ＬＡＮ機能では接続できない場合があります。
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５．２ 調査予定データの取出

「保安調査」プログラムを立ち上げます。
初期画面の「取出」ボタンを押します。
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「マスタデータも同時に取り出す」はチェックしておきます。
（リモートの場合はチェックは必要なときだけにしてください。）
担当者を選択し、「取出」ボタンをおします。

「はい」で予定データがホストからハンディにコピーされます。

［取出確認］ 予定データ数を表示します。
［データ復帰］ 保存しないで取出た場合に使用します。ただし取出を

続けて２回以上おこなうとできません。
［終了］ プログラムを終了します。

（保安調査プログラムも終了します。）

５．３ 調査済みデータの保存

ハンディ調査が終われば調査すみのデータをハンディからホストに渡してホストの
データに新しい調査データを追加します。ここまで処理して初めて本当に調査が完了
したことになります。

「保安調査」プログラムを立ち上げます。
初期画面の「保存」ボタンを押します。
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担当者を選択し、「保存」ボタンをおします。

調査済みデータをホストにコピーしています。

調査済みデータ一覧表と交換部品一覧表が印刷されます。
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続いてホストのデータベースに調査を追加します。

更新が終了すると調査票を印刷します。

調査票を確認します。
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６．補足

電源オプションの初期値は以下のように設定しています。
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